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【表紙の写真】

平成27年11月29日に行われた町議会議員
選挙において当選した16名の新議員による
初議会が、12月21日から25日の５日間の
会期で開催されました。

正副議長就任あいさつ………………２Ｐ
新議員の紹介…………………………３Ｐ
常任委員会等の構成…………………４Ｐ
１２月定例会あらまし………………５Ｐ
一般質問………………………………７Ｐ
お知らせ……………………………１０Ｐ

主な内容



正副議長就任あいさつ

茨城町　議会だより　許

久保田　良一　副議長　　　　　　　海老澤　忠　議長

議長に　海老澤　忠  氏議長に　海老澤　忠  氏
副議長に　久保田　良一  氏が就任副議長に　久保田　良一  氏が就任
議長に　海老澤　忠  氏
副議長に　久保田　良一  氏が就任

正副議長就任あいさつ

　円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
み
ま
す

議
会
副
議
長
　
　久
保
田
　
良
　
一
　

　　
先
の
町
議
会
議
員
選
挙
の
初
議
会
に
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
賜
り
、
副
議
長
の
重
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
地
方
に
お
い
て
は
、
若
年
層
の
流
出
や
、
少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
な
ど
、
喫
緊
に
直
面
す
る
諸
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
長
を
補
佐
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
早
期
に
解
決
で
き
る
よ
う

円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　町
民
の
声
を
第
一
に
考
え
る
議
会
を
目
指
し
ま
す

議
会
議
長
　
　海
老
澤
　
　
　
忠
　

　　
先
の
町
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
に
て
、
議
員
各
位
の
ご
賛

同
を
得
て
、
議
長
の
栄
職
を
承
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
主
導
に
よ
る
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
治
体
の
監
視
者
、
提
言
者
と
し
て
議
会
の
役
割
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
発
展
の
一
翼
を
担
え

る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。



 

新議員紹介新議員紹介

距　茨城町　議会だより

新議員紹介

※年齢は平成28年２月15日現在

川澄　敬子（62歳）
小幡1026
当選1回

鳥羽田　創造（60歳）
鳥羽田1234
当選1回

石川　祐一（54歳）
海老沢915
当選1回

鳥羽田　力（46歳）
宮ケ崎1070-2
当選1回

大野　千里（62歳）
大戸1285
当選2回

山西　正樹（45歳）
宮ケ崎452-1
当選2回

大山　宏治（48歳）
上石崎4557-395

当選2回

入野　富男（64歳）
中石崎271
当選1回

髙安　能久（70歳）
下飯沼402
当選5回

海老澤　忠（69歳）
奥谷1972-11
当選3回

亀山　勝男（67歳）
下石崎2547-1
当選3回

久保田　良一（66歳）
下土師802-1
当選2回

澤　　秀雄（64歳）
小幡7-12
当選7回

小貫　昭夫（66歳）
城之内188
当選6回

福田　　茂（69歳）
常井824-1
当選5回

田家　勇作（63歳）
神谷81-3
当選5回

氏名（年齢）
住　　所
当選回数



漁　茨城町　議会だより

12月定例会あらまし

〇
茨
城
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
番
号
制
度
の
開

始
に
伴
う
条
例
改
正
。

・
納
税
者
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
制
度

の
新
設
に
伴
う
徴
収
猶
予
及
び
換
価
の
猶

予
要
件
の
見
直
し

・
減
免
申
請
に
係
る
申
請
期
限
の
変
更

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

28

・
減
免
申
請
に
係
る
個
人
番
号
の
記
載
規

定
を
整
備

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
１
月
１
日

28

【
賛
成
多
数
】

〇
茨
城
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
番
号
制
度
の
開

始
に
伴
う
条
例
改
正
。

・
減
免
申
請
に
係
る
申
請
期
限
の
変
更

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

28

・
減
免
申
請
に
係
る
個
人
番
号
の
記
載
規

定
を
整
備

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
１
月
１
日

28

【
賛
成
多
数
】

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
で
き
る
地
方
公

共
団
体
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
務
の

種
類
を
特
定
す
る
た
め
の
規
定
を
整
備
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
１
月
１
日

28

【
賛
成
多
数
】

〇
茨
城
町
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締

結
に
係
る
会
議
の
議
決
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
き
、
人
口
減

少
等
に
よ
る
共
通
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

水
戸
市
と
周
辺
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
た
め
の
規
定
を
整
備
。

【
施
行
期
日
】　
公
布
の
日
か
ら【

賛
成
多
数
】

〇
茨
城
町
証
人
等
に
対
す
る
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の
求
め
に
よ

り
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
旅
費
支
給
に
関

す
る
引
用
規
定
の
改
正
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

28

【
全
員
賛
成
】

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
会
は
　
月
　
日

27

12

21

か
ら
　
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
か

25

れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
、
正
副
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
議
長
に
海
老
澤
忠
氏
が
、
副
議
長

に
久
保
田
良
一
氏
が
新
た
に
就
任
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
総
務
・
経
済
建
設
、
教
育

民
生
、
予
算
・
決
算
の
各
常
任
委
員
会
委

員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
、
広
報
委
員
会

の
委
員
の
選
任
並
び
に
広
域
組
合
議
会
議

員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
３

22
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
長
か
ら
平
成
　
年
度

27

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
　
議
案
に
つ
い

10

て
提
案
理
由
が
説
明
さ
れ
、　
議
案
が
所

10

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

24
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
全
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長

よ
り
提
出
さ
れ
た
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
原
案
の
と
お
り
同
意
し
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

〇
茨
城
町
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

唖

愛

阿

挨
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平成27年度一般会計補正予算など11議案を
可決・同意しました。可決・同意しました。
平成27年度一般会計補正予算など11議案を
可決・同意しました。

平成27年　第４回定例会
【会期：平成27年12月21日～25日　5日間】



唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

茨城町　議会だより　禦

12月定例会あらまし

　
笠
間
市
笠
間
1
7
1
2
番
の
６

　
　
有
限
会
社
　
久
野
商
会

　
　
　
代
表
取
締
役
　
久
野
　
正
博

履
行
期
限
　
平
成
　
年
３
月
　
日

28

25【
全
員
賛
成
】

〇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
開
発
行
為
時
点
に
築
造
さ
れ
た
道
路

（
長
岡
地
内
）の
寄
付
受
け
入
れ
に
伴
う
認

定
。

路
線
名
　
　
町
道
1
5
7
7
号
線

起
点
　
長
岡
3
6
5
2
番
4
4
0
地
先

終
点
　
長
岡
3
6
5
2
番
4
3
8
地
先

延
長
　
　
・
1
ｍ

47

幅
員
　
6
・
0
ｍ
～
6
・
1
ｍ【

全
員
賛
成
】

人
　
　
　
事

○
茨
城
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

髙
　
安
　
能
　
久
　（
下
飯
沼
）

【
全
員
同
意
】

〇
茨
城
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
番
号
制
度
の
開

始
に
伴
う
条
例
改
正
。

・
減
免
申
請
に
係
る
申
請
期
限
の
変
更

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

28

・
減
免
申
請
に
係
る
個
人
番
号
の
記
載
規

定
を
整
備

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
１
月
１
日

28

【
賛
成
多
数
】

〇
茨
城
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の
委
員
選
出

方
法
の
改
正
や
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
新
設
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

を
定
め
る
規
定
の
整
備
。

【
施
行
期
日
】　
平
成
　
年
４
月
１
日

28

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
立
葵
小
学
校
児
童
用
備
品
整

備
事
業
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入
札

契
約
金
額
　
　
9
，
9
1
4
，
4
0
0
円

契
約
の
相
手
方

補正後の額補正額補正前の額会　計　名

115億4657万円1億2070万円114億2587万円一　　般　　会　　計

可決された平成27年度一般会計補正予算

主な内訳補正後の額補正額補正前の額補正の項目

・自立支援給付費等

・子ども子育て関係費等

・ふるさと寄附金

・財政調整基金

・償還金等

14億6360万円

9億7211万円

1300万円

2億4803万円

2億6670万円

4787万円

▲2025万円

1000万円

7715万円

593万円

14億1553万円

9億9236万円

300万円

1億7088万円

2億6077万円

国庫支出金

県支出金

寄付金

繰入金

諸収入

歳
　
　
入

・ふるさと寄附金等関係事業費

・自立支援給付関係事業費

・母子保健関係事業費

・土地改良等関係事業費

・公園管理等関係経費

・学校施設整備等関係経費

17億8830万円

38億6932万円

7億8486万円

6億8565万円

1億5112万円

16億6406万円

5258万円

3711万円

19万円

2343万円

486万円

253万円

17億3572万円

38億3221万円

7億8467万円

6億6222万円

1億4626万円

16億6153万円

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

教育費

歳
　
　
出



茨城町　議会だより　鋸

常任委員会等の構成

構　成　議　員正副委員長委員会名

山　西　正　樹　　久保田　良　一　　亀　山　勝　男
髙　安　能　久　　海老澤　　　忠　　澤　　　秀　雄

◎　田　家　勇　作
○　石　川　祐　一

総務・経済建設
常任委員会

鳥羽田　　　力　　鳥羽田　創　造　　川　澄　敬　子
入　野　富　男　　福　田　　　茂　　小　貫　昭　夫

◎　大　野　千　里
○　大　山　宏　治

教育民生
常任委員会

石　川　祐　一　　鳥羽田　創　造　　川　澄　敬　子
大　山　宏　治　　山　西　正　樹　　大　野　千　里
久保田　良　一　　亀　山　勝　男　　髙　安　能　久
田　家　勇　作　　福　田　　　茂　　小　貫　昭　夫
澤　　　秀　雄

◎　入　野　富　男
○　鳥羽田　　　力

予算・決算
常任委員会

大　野　千　里　　田　家　勇　作　　福　田　　　茂
小　貫　昭　夫

◎　澤　　　秀　雄
○　髙　安　能　久

議会運営委員会

鳥羽田　　　力　　石　川　祐　一　　入　野　富　男
亀　山　勝　男

◎　山　西　正　樹
○　川　澄　敬　子

広報委員会

構　成　議　員広　域　組　合　名

山　西　正　樹　　福　田　　　茂　　小　貫　昭　夫茨城地方広域環境事務組合

髙　安　能　久　　田　家　勇　作　　澤　　　秀　雄茨城美野里環境組合

石　川　祐　一　　鳥羽田　創　造　　川　澄　敬　子
久保田　良　一

霞台厚生施設組合

大　山　宏　治　　亀　山　勝　男　　田　家　勇　作水戸地方農業共済事務組合

大　野　千　里茨城県後期高齢者医療広域連合組合

広域組合議会

委員会構成
◎　委員長　　○　副委員長



一般質問

電
の
安
全
審
査
が
再
稼
働
に
結
び
つ
く
も

の
で
は
な
い
と
の
確
認
を
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
協
定
の
見
直
し
も
申
し
入
れ
て
い
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
再
稼
働
に
つ
い
て
は
慎

重
に
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問
　
子
供
の
健
康
調
査
に
つ
い
て
は
、

北
茨
城
市
の
検
査
で
3
5
9
3
人
の
う
ち

3
人
が
甲
状
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
団
体
で
の
検
査
で
も
、
4
0
9
9
人

の
う
ち
経
過
観
察
が
必
要
な
の
は
　
・
4

67

％
、
精
密
検
査
が
必
要
な
の
は
　
人
と
の

42

診
断
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
費
用
は
国
が

復
興
特
別
交
付
税
で
支
給
す
る
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
の
健
康
調
査

を
町
と
し
て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答
弁
　
環
境
省
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴

う
住
民
の
健
康
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る

専
門
会
議
の
中
間
取
り
と
ま
め
に
お
き
ま

し
て
、
茨
城
県
な
ど
の
近
隣
県
に
つ
い
て

は
、
福
島
県
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
健
康
調

査
で
は
な
く
、
個
別
の
健
康
相
談
や
放
射

線
に
対
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
等
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
甲
状
腺
検
査
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
や
福
島

県
の
調
査
結
果
を
注
視
し
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
町
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

期
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。
H
　
年
度

27

～
　
年
度
に
お
い
て
は
国
か
ら
示
さ
れ
た

29
標
準
の
所
得
段
階
で
あ
る
9
段
階
を
採
用

し
て
お
り
ま
す
が
、
計
画
期
間
中
に
お
け

る
見
直
し
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次

の
事
業
計
画
見
直
し
期
の
検
討
課
題
と
い

た
し
ま
す
。
併
せ
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
介
護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
海
第
二
原
発
に
つ
い

　東
海
第
二
原
発
に
つ
い
てて

　質
問
　
当
該
施
設
は
、　
キ
ロ
圏
内
に
約

30

1
0
0
万
人
が
住
む
人
口
過
密
地
域
に
あ

り
、　
年
経
過
す
る
老
朽
原
発
で
す
。
事

38

故
が
発
生
し
た
時
の
広
域
避
難
計
画
策
定

の
現
状
と
、
避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
を
知

ら
な
い
住
民
も
多
い
こ
と
か
ら
中
間
段
階

で
の
住
民
へ
の
説
明
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
も
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
中
止
を
求
め
る
よ
う
、
町
長
の
見
解
を

表
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
　
茨
城
県
広
域
避
難
計
画
に
お
い
て
、

当
町
の
避
難
先
と
し
て
潮
来
市
・
神
栖
市

が
示
さ
れ
て
お
り
、
避
難
所
の
割
り
振
り

等
は
検
討
中
で
す
が
、
避
難
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
避
難

計
画
に
関
す
る
情
報
は
、
進
捗
状
況
に
応

じ
て
必
要
な
段
階
で
町
民
の
皆
様
に
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
該
施
設
の
再
稼
働
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
央
首
長
会
議
等
で
、
日
本
原

答
弁
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
料
金
に
つ
い
て

は
、
統
合
準
備
委
員
会
の
答
申
を
受
け
決

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
状
で
は
、
受
益

者
負
担
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
何
ら
か
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
可

能
か
ど
う
か
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

低
学
年
児
童
の
通
学
安
全
の
確
保
や
放
課

後
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
有
益
な

時
間
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
状
の
運
行
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
学
校
・
保
護
者
・
地
域

の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
を
第
一
に
考
え
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　　

介
護
保
険
料
の
引
き
下

　介
護
保
険
料
の
引
き
下
げげ

に
つ
い

　に
つ
い
てて

　質
問
　
H
　
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
改

27

定
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
で
負

担
が
重
く
な
っ
た
と
の
声
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得
段
階
が
7
段
階

か
ら
9
段
階
に
増
え
ま
し
た
が
、
所
得
4

0
0
万
以
上
が
最
高
だ
っ
た
の
が
2
9
0

万
円
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
対
象
者
は

約
3
万
円
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
所
得

段
階
の
見
直
し
と
介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ
を
求
め
ま
す
。
同
時
に
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
、
健
康
診
断
の
充
実
や
健
康

増
進
の
取
り
組
み
の
充
実
を
求
め
ま
す
。

答
弁
　
介
護
保
険
事
業
計
画
は
3
年
を
1

一
　般
　質
　問

　
　ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
改
善

　ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
改
善
にに

つ
い
　つ
い
てて

　質
問
　
現
在
の
茨
城
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
に
関
す
る
条
例
で
は
、
利
用
者
1
人
に

つ
き
月
額
3
0
0
0
円
、
同
時
に
2
人
以

上
の
利
用
者
が
い
る
と
き
は
2
人
目
以
降
、

2
分
の
1
の
額
と
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

学
校
統
廃
合
を
し
た
地
域
は
、
子
ど
も
の

数
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
地
域
で
も

あ
り
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
た
め
に

も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
を
無
料
に
す
る
な
ど

教
育
費
の
父
母
負
担
の
軽
減
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
下
校
の
際
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
も
、
高
学
年
の
下
校
時
刻

に
合
わ
せ
た
一
便
の
運
行
だ
け
で
は
、
低

学
年
が
学
校
で
長
く
過
ご
す
こ
と
に
な
り
、

身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
負
担
が
大
き
い

と
思
わ
れ
る
た
め
、
低
学
年
の
下
校
時
刻

に
合
わ
せ
た
便
を
増
や
し
、
二
便
の
運
行

を
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

川澄　敬子　議員

魚　茨城町　議会だより



茨城町　議会だより　亨

一般質問

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
沿
っ
た
地
方
創
生
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
づ
く
り
と
集
落
の
活
性
化
、
健

康
づ
く
り
、
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
、

農
業
基
盤
づ
く
り
と
農
業
の
振
興
、
涸
沼

の
環
境
保
全
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
産
業
の
振
興
、
そ
れ
に
行
財
政
改
革
の

７
項
目
を
重
点
取
り
組
み
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

意
見
　
予
算
に
関
連
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
的
な
例

で
、
平
成
　
年
度
や
　
年
度
上
半
期
ま
で

26

27

の
収
入
額
が
、　
億
円
超
の
自
治
体
が
あ

10

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
地
域
の
特
産
物
等
に

力
を
入
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
、
平
成
　25

年
　
月
の
一
般
質
問
で
、
町
の
特
産
物
の

12
品
揃
え
を
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
ま
し

た
。
今
回
1
，
3
0
0
万
円
ほ
ど
見
越
し
、

補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
た
の
は
、
大
変
結

構
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
中
身
は
、
メ
ロ

ン
、
シ
ジ
ミ
、
牛
肉
、
豚
肉
の
申
し
込
み

が
好
調
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
人
気
の

品
物
の
中
に
コ
メ
が
入
れ
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
に
は
沢
山
の
美
味
し
い
コ
メ
が
と
れ
、

ま
た
食
味
の
高
い
特
別
栽
培
米
で
差
別
化

を
図
っ
て
い
る
農
家
も
あ
り
ま
す
。
農
家

の
協
力
を
得
て
工
夫
し
て
頂
き
た
い
。

　
自
主
財
源
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
は
貴

重
な
財
源
で
あ
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
増

収
に
向
け
て
の
努
力
を
願
い
ま
す
。

わ
る
予
算
も
重
要
で
す
。
定
住
化
の
促
進

を
図
る
上
で
、
桜
の
郷
地
区
の
整
備
も
重

要
な
要
素
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
益
々
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
進
み
ま
す
。
今
後
、
女
性
と
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
女
性
活
躍
の
推
進
や
中

高
年
者
の
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
医
療
や

福
祉
の
充
実
を
図
り
、
環
境
を
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
基
幹
産
業
の
農
業
を
守
る
た
め
、

今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
が
大
変
重
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
町
内
の
地
場
産

業
で
あ
る
商
工
業
者
へ
の
支
援
、
そ
し
て

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
湿
地
登
録
に
関
連
し
、

涸
沼
の
観
光
及
び
環
境
保
全
に
も
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
、
い
ず
れ
も
重
要
な
課

題
と
考
え
ま
す
。
平
成
　
年
度
予
算
の
中

28

に
、
是
非
、
有
効
な
施
策
と
し
て
取
り
込

ん
で
頂
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
と
重
点
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、
財
政

収
支
見
通
し
を
踏
ま
え
、
歳
入
に
つ
い
て

は
最
大
限
の
確
保
に
努
め
、
歳
出
に
当

た
っ
て
は
先
例
や
慣
行
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
既
存
事
業
の
聖
域
な
き
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
、
事
務
事
業
の
必
要
性
や

費
用
対
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
徹
底
的

に
無
駄
を
排
除
し
、
財
政
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
の
も
と
、
茨
城

定
し
た
財
源
の
確
保
を
図
る
か
が
自
治
体

と
し
て
の
引
き
続
く
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
本
町
の
平
成
　
年
度
の
財
政

28

の
見
通
し
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
本
年
　
月
に
試
算
し
た
平
成
　
年

11

28

度
一
般
会
計
に
お
け
る
一
般
財
源
ベ
ー
ス

の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
、
町
税
収
入
が

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
町
民
法
人
税
割

の
税
率
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
減
少
が
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、
普
通
交
付
税
で
は
国
政

調
査
人
口
の
減
少
に
よ
り
算
定
額
に
大
き

く
影
響
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
歳

入
額
は
平
成
　
年
度
決
算
見
込
み
額
に
対

27

し
、
約
３
億
4
，
0
0
0
万
円
減
の
約
　75

億
5
，
0
0
0
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
高
齢
化
に
伴
う
社
会

保
障
費
や
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
歳
出
増
に
な

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　
　　平平

成成
　
年
度
予
算
編
成
の
基

年
度
予
算
編
成
の
基
本本

2828

方
針
と
重
点
事
業
に
つ
い

　方
針
と
重
点
事
業
に
つ
い
てて

　質
問
　
今
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
行

政
課
題
は
、
各
自
治
体
ご
と
に
多
種
多
様

化
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
最
優
先
課
題

は
人
口
減
少
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

実
効
あ
る
施
策
を
早
急
に
打
ち
出
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
す
。

　
人
口
減
少
に
関
連
し
て
、
子
育
て
支
援

の
充
実
の
ほ
か
、
小
中
学
校
の
教
育
内
容

や
通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
、
教
育
に
関

一
　般
　質
　問

　　
平　平
成成
　
年
度
の
町
の
財

年
度
の
町
の
財
政政

2828

状
況
に
つ
い

　状
況
に
つ
い
てて

　質
問
　
経
済
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
、
国

で
は
金
融
政
策
、
財
政
政
策
、
成
長
戦
略

の
い
わ
ゆ
る
３
本
の
矢
に
よ
っ
て
、
お
よ

そ
四
半
世
紀
ぶ
り
に
「
良
好
な
状
況
」
を

達
成
し
つ
つ
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
各
指
標
に
よ
り
、
最
悪
の
デ
フ
レ
状
態

か
ら
は
脱
却
し
た
と
の
判
断
か
ら
来
る
も

の
で
す
が
、
一
方
で
地
方
に
住
む
我
々
に

は
、
依
然
、
国
で
言
う
「
良
好
な
状
況
」

が
実
感
し
に
く
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
こ
十
数
年
間
の
地
方
財
政
の
歳
出
決

算
を
見
て
み
る
と
、
総
体
的
に
社
会
保
障

関
係
費
の
増
加
分
を
、
投
資
的
経
費
と
給

与
関
係
経
費
の
削
減
で
カ
バ
ー
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
当
然
増
経
費
を
賄
う
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
相
当
な
行
政
改
革

を
進
め
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
も
見
込
ま
れ
る
人
口
減

に
伴
う
税
収
減
に
対
し
、
い
か
に
し
て
安

大野　千里　議員
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一般質問

る
子
供
た
ち
の
安
全
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

　ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
にに

つ
い
　つ
い
てて

　質
問
　
利
用
者
は
月
に
3
，
0
0
0
円
、

２
人
目
か
ら
1
，
5
0
0
円
の
負
担
を
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
子
供
２
人
な
ら
4
，

5
0
0
円
、
３
人
目
で
は
6
，
0
0
0
円

の
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１
点
目
で
す
が
、
受
益
者
負
担
の
考
え

か
ら
利
用
者
が
相
応
の
負
担
を
す
る
の
は

当
然
と
考
え
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
利
用
料
の
減
額
と
か
３
人
目
以
降

を
無
料
に
す
る
な
ど
利
用
料
を
見
直
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
２
点
目
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
範

囲
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
通
学
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
現
在

は
利
用
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
な
い
地
区
に

つ
き
ま
し
て
も
希
望
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答
弁
　
利
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
支
援
の
観
点
か
ら
、
３
人
目
以
降
の
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
２
点
目
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
範
囲

整
備
と
あ
わ
せ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

な
ど
、
通
学
路
の
安
全
対
策
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
３
点
目
は
、
長
岡
小
学
校
区
内
の
通
学

路
に
つ
い
て
で
す
が
、
小
鶴
の
商
店
街
を

通
学
す
る
児
童
は
多
く
、
車
の
通
り
も
あ

る
割
に
は
道
幅
が
狭
く
路
上
駐
車
の
車
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
が
歩
く
部

分
を
ペ
イ
ン
ト
す
る
と
か
側
溝
の
ふ
た
を

色
つ
き
の
も
の
に
変
え
る
な
ど
安
全
対
策

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答
弁
　
県
道
水
戸
神
栖
線
の
安
全
確
保
に

つ
き
ま
し
て
は
、
海
老
沢
郵
便
局
Ｔ
字
路

付
近
に
危
険
箇
所
を
促
す
た
め
の
カ
ラ
ー

舗
装
を
、
併
せ
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
同
様
に
大
洗
友
部
線
の
交
差
点
に
は
、

一
部
歩
道
や
横
断
歩
道
を
設
置
、
大
洗
友

部
線
の
海
老
沢
本
郷
付
近
の
落
差
が
あ
る

田
ん
ぼ
側
の
2
0
0
メ
ー
ト
ル
に
は
転
落

防
止
柵
を
設
置
し
駒
場
地
内
に
お
い
て
は

歩
道
と
車
道
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
路
肩
側
を
カ
ラ
ー
舗
装
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
洗
友
部
線
の
海
老
沢
区
と
本

郷
区
の
山
際
に
２
基
の
防
犯
灯
を
設
置
し

大
洗
友
部
線
の
奥
谷
・
小
堤
地
内
の
歩
道

及
び
小
鶴
商
店
街
の
歩
道
の
危
険
箇
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
補
修
や
路
肩
部
の
カ

ラ
ー
舗
装
な
ど
の
実
施
を
水
戸
土
木
事
務

所
に
お
願
い
し
な
が
ら
、
通
学
路
に
お
け

一
　般
　質
　問

　
通
学
路
の
危
険
箇
所
の

　通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把把

　握
と
安
全
対
策
に
つ
い

握
と
安
全
対
策
に
つ
い
てて

　質
問
　
１
点
目
は
、
平
成
　
年
３
月
の
定

25

例
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
の
ほ
う
か
ら
県

道
水
戸
神
栖
線
の
海
老
沢
郵
便
局
の
Ｔ
字

路
付
近
及
び
県
道
大
洗
友
部
線
の
神
宿
、

駒
場
地
区
内
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
質
問

を
い
た
し
ま
し
た
。
お
お
よ
そ
３
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策

が
講
じ
ら
れ
た
の
か
ご
報
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
２
点
目
は
、
県
道
大
洗
友
部
線
の
奥

谷
・
小
堤
地
内
で
す
が
、
こ
の
区
間
は
歩

道
が
あ
り
、
奥
谷
の
児
童
が
徒
歩
で
通
学

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
歩
道
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
歪

ん
で
お
り
、
歩
く
の
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
児
童
の
列
に
車
が
突
っ
込
む
な
ど

の
事
故
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
歩
道
の

山西　正樹　議員

の
拡
大
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
を

取
り
巻
く
通
学
環
境
の
実
態
を
十
分
把
握

し
た
上
で
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。　
　

　
自
転
車
通
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
学

路
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
注
意
を
促
す

と
と
も
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
及
び
反
射
た
す

き
の
着
用
、
悪
天
候
時
な
ど
交
通
環
境
の

変
化
に
対
処
し
た
安
全
な
走
行
に
つ
い
て

計
画
的
に
指
導
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
つ
い
て
は
、

頭
部
保
護
の
観
点
か
ら
も
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
交
通
関
係
法
規
を
守
り
な
が
ら
、

安
全
な
走
行
、
歩
行
者
へ
の
配
慮
な
ど
、

自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
よ
う
、
実
技
指

導
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

意
見
　
子
供
た
ち
の
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
保
護
者
の
心
配
は
尽
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
引
き
続
き
有
効

な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
、
来
年
度
か
ら
長
岡
第
二
小
学
校
を
含

む
統
廃
合
に
よ
り
町
全
体
と
し
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
そ

の
状
況
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
代
の
負
担

が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
、
子
育
て
を
応
援

す
る
茨
城
町
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
配
慮
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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議
員
出
席
状
況

　
　
　
月
定
例
会

12

　
　
　
　
月
　
日
　
全
員
出
席

12

21

　
　
　
　
　
　
日
　
全
員
出
席

22

　
　
　
　
　
　
日
　
全
員
出
席

25

　
傍
聴
者
数

　
　
　
月
定
例
会
　
傍
聴
者
数

12

　
　
　
　
男
　
　
　
名
17

　
　
　
　
女
　
　
5
名

　
　
　
　
合
計
　
　
名
22

広
 報
 委
 員
 会

　
　
委
　員
　長
　
山
　
西
　
正
　
樹

　
　
副
委
員
長
　
川
　
澄
　
敬
　
子

　
　
委
　
　
員
　
鳥
羽
田
　
　
　
力

　
　
　
　〃
　　
　
石
　
川
　
祐
　
一

　
　
　
　〃
　　
　
入
　
野
　
富
　
男

　
　
　
　〃
　　
　
亀
　
山
　
勝
　
男

  

　本会議は、町の議会活動を知る最も身近な方法ですので、ぜひ、議会傍聴にお越しください。
　傍聴にあたっては、傍聴を希望する当日に受付（役場３階議会事務局）にて傍聴券を受け取り、傍聴者入口
より議場にお入りください。
　傍聴者席は、先着順にて定員45名までとなっております。なお、定員を超えた場合は、庁舎１階ロビーに設
置してありますテレビでも議会中継をご覧いただけます。

議会傍聴等についてのお問い合わせ　
茨城町役場　議会事務局　　　　　
電話　029－292－1111（代表）

029－240－7193（直通）

審　議　等　の　内　容種 　別時 刻曜月/日期
全員協議会

10時木3/31
議案一括上程、提案理由説明本　会　議
議事調査休　　　会金3/42
議事調査休　　　会土3/53
議事調査休　　　会日3/64
会派代表・一般質問
議案等の質疑、委員会付託本　会　議

10時月3/75
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時火3/86
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時水3/97
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時木3/108
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時金3/119

休　　　会土3/1210
休　　　会日3/1311

議会運営委員会
10時月3/1412 全員協議会

付託案件の報告、質疑、討論、採決本　会　議

平成28年第１回定例会　会期日程（案）


